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 要 旨   
背景： 
 慢性アルコール乱用は概日リズムの破壊や睡眠障害をもたらす。エタノール投与は概日

時計相リセットを障害する。本研究では、C57BL/6J マウスへの慢性強制アルコール投与に

よって生じる光刺激による相リセット、光同調性、日内自発運動活性の変化について検討

した。 
方法： 
 （1）視交差上核概日時計でのエタノール摂取における概日パターンの特徴を調べるため

に微小透析法を用い測定し、（末梢）皮下エタノールレベルや、10 あるいは 15%のエタノ

ール摂取時期との関連を検討した。（2）概日活性リズムにおける光刺激相の遅延に関する

慢性強制アルコール投与やその離脱の効果を検討した。（3）弱い光刺激（1 日当たり 1 分間、

25 ルクス）に対する同調調節への慢性エタノール摂取の効果を検討した。 
結果： 
 視交差上核と末梢皮下組織でのエタノールレベルのピークは暗期で見られ、通常マウス

で光刺激によって生じる相遅延の時期と一致していた。この相遅延は、慢性エタノール投

与とその離脱によって用量依存的に阻害された。慢性エタノールは移行した光周期の再同

調は妨害しなかったが、しかし弱い光刺激の基での同調に影響し、自発運動活性の日内パ

ターンを破壊した。 
結論： 
 本研究の結果から、慢性エタノール摂取とその離脱は概日時計の光刺激相リセットを障

害することが確認された。また、エタノールは夜間自発運動活性と光同調性の時間構造を

破壊する。このように、エタノールは視交差上核時計機構に対して直接的な作用を及ぼす。

アルコール乱用と離脱による概日リズムの障害は、認知機能や労働現場での事故などに影

響し、さらに他の身体的、精神的健康問題、例えば冠血管疾患や抑うつ状態などの進展に

も影響すると考えられる。 

 




